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担当教員の紹介

木下博子（きのした ひろこ） 留学生センター 准教授

専門：地域研究

研究キーワード：イスラーム世界、東南アジアと中東地域のイスラーム
ネットワーク、イスラームとLGBT、イスラームとジェンダー、計量テ
キスト分析、

留学生センターでは、九大生・留学生向け講義、九大生向け海外研修プ
ログラムのコーディネーター等をしています。



両プログラムの位置づけ



両プログラムの位置づけ

• 英語＝コミュニケーションツールとして、英語によるインプット／アウトプット能力を高める（→海
外研修であって、語学研修ではありません）

• アジアから学ぶ、アジアで学ぶ（→北米・ヨーロッパ信仰を捨てましょう）

• アジアのダイナミズムを実際に肌身を持って感じる

• 現地大学生（チューター）やASEAN諸国の大学生との知的・人的交流を通じて「グローバル」な感
覚を養う

• 学部・学年を超えた交流を生み出す

College of Asia Pacific（CAP）とASEAN in Today’s World（AsTW）



両プログラムの位置づけ

• ぼんやりと留学したい気持ちがあるが、まだ具体的なイメージがつかめていない学生

• 海外大学のキャンパスライフに興味がある学生

• 将来的に、長期留学（大学間交換留学や研究留学、または海外大学の修士・博士課程への
進学）を目指す学生

主な対象となる学生



College of Asia Pacific
プログラム（夏季）



College of Asia Pacific プログラム

• 長期留学を見据えた最初のステップとして、海外大学のキャンパスライフ、講義はどのよ
うなものかを体験する

• 諸外国において日本人留学生として振る舞うべき基本的な心得を学ぶ

• 開催校は年度によって変更となる場合もある（2024年度はチュラロンコーン大学）

概要







ASEAN in Today’s  W orld
プログラム（春季）



ASEAN in Today’s  W orld  プログラム

• 長期留学を見据えた最初のステップとして、海外大学のキャンパスライフ、講義はどのような
ものかを体験する

• 諸外国において日本人留学生として振る舞うべき基本的な心得を学ぶ

• ASEAN諸国の大学生との共同生活、講義中の議論、共同作業を通じて人的ネットワークを構築
する

• AsTWパートナー大学がホスト校となり、毎年あるいは数年毎に開催校が変わる（2024年度
はガジャマダ大学）。おおよそ2月下旬～3月上旬の10日間。

概要



ASEAN in Today’s  W orld  プログラム

開講科目（いずれも基幹教育総合科目）

①Introduction to ASEAN （1単位）－オンデマンド
ASEAN地域についての基礎的な知識をつけるためのオンデマンドコース。プログラム開始
までの指定期間に受講し、課題を提出。

②Area Studies（ASEAN）（2単位）－実地開催
ガジャマダ大学、九大教員が合同で行う。グループワーク中心の講義の他、NGO訪問と
いったスタディーツアーやフィールドトリップが含まれる。プログラムの終盤には、指定さ
れたテーマについて学生チームによるプレゼンテーションコンペを実施。

2024年度プログラム内容（暫定）



ASEAN in Today’s  W orld  プログラム

募集開始：2024年8月下旬～9月を予定 （締め切りは未定）

• 成績が優秀であること （GPAが4.0満点中3.0以上であることが望ましい）。
• 英語による授業を履修するに十分な英語力を有すること。
• 出発前の事前ガイダンス、事前集中講義、危機管理セミナーの参加を必須とします。

＊TOEFL(PBT)530点程度以上の英語力を備えていることが望ましいですが、それ以下でも、
英語による授業に参加できる英語力を備えていることについて詳しく述べた陳述書を添付して申
請すれば、審査対象とすることができます。

2024年度プログラム募集要項（暫定）





Q&A



Q&A

問い合わせ、連絡先

プログラム内容全般にかんすること
コーディネーター教員 留学生センター准教授 木下博子
（kinoshita.hiroko.174@m.kyushu-u.ac.jp）
※ウェブ検索でも連絡先がでてきますが、九大には同姓同名の先生がいるので注意！！
（必ず留学生センター 木下博子で検索）

応募、結果通知後の手続きにかんすること
国際部留学課 CAP担当
（cap-isc@jimu.kyushu-u.ac.jp）
国際部留学課 AsTW担当
（astw-program@jimu.kyushu-u.ac.jp）



皆さんの積極的な応募を
待っています！

Thank you!
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